
※教材の内容・表記方法は、カリキュラム強化のため変更する場合があります。写真の一部は過年度版です。

試験攻略に必要な基本的知識を習得

設備方式やシステム等を正しく理解要点記述のための基礎知識を習得

「計画の要点等」の記述力を強化設計の根幹となる知識を習得

道具の使い方や効率的な作図手順を理解する

過去18年分の本試験課題を分析

設計製図試験の概要から、計画の進め方、エスキスの基本、構造・設
備等の基礎知識に至るまで、試験において必要な建築的常識をわか
りやすく解説した教材です。巻末の作例集には、作図に必須となる表
現例を各種掲載しています。

設備方式やシステム等を正しく理解し、設備計画の選定や記述内容
をより説得力のあるものとするための教材。図やイラストが満載で、
設計製図試験に必要な設備の知識をわかりやすく学べます。

設計製図試験における「計画の要点等」の重要性や、記述における文
章作成の基本、正しい記述の手順等を解説。また、令和2年度の本試
験の設問を徹底検証し、適切な答案を書く方法を解説しています。

３段階のステップアップ方式で、「適切な文章構成」「キーワード
の展開」「実践編」と順序良く学び、さらにトレーニングを重ねるこ
とで、記述力の強化をはかります。

建物の空間構成等に関する動線（人の流れ）や吹抜け空間のねらいと
効用など、どのような建物を計画する場合でも変わらない「共通理
念」をわかりやすく解説。『設計製図テキスト』に掲載されていない内
容も掲載しています。

一番大事なのは本番でのチェック力！
その力を養うために他の受講生と交換採点を行い、
自分では気づけないミスを抽出し合います。
自分以外の考えや誤りも
経験値にすることができるので
高い学習効果を得ることができます。

用具の使い方等の作図の基礎知識に加え、きれいな図面を効率的
に仕上げるための正しい作図手順を掲載しています。設計製図試験
は、「手描き」による実技能力も問われているため、基本の型となる作
図手順を習得することにより作図密度の向上を図ります。

平成15年度～令和2年度までの18年分の本試験課題の課題文と、
試験実施機関が発表した標準解答例および当学院の参考解答例を
掲載。課題文の読み取り練習（課題文で定められている条件が解答例
ではどのように表現されているのか）として使用したり、自分のプランと
標準解答例との比較を行うプランニング練習教材として使用します。

当年度用途を効率的に学習するための教材
当年度の設計製図試験課題について、出題背景や建物の機能・
構成、所要室、法規・構造計画・設備計画の留意点等、「当年度用
途」に特化した攻略ポイントを解説しています。

課題文の読みとりからエスキス完成に至るプロセスを解説
この教材は、アプローチや周辺環境をふまえた建物配置から検討を加え、さらに数段階の
ブラッシュアップを重ねてエスキス完成に至るまでのプロセスを解説したもの。エスキスの
プロセスを分解し、手順化した当学院のオリジナル・メソッドにより、受講生一人ひとりが独自の
プランを完成させるために必要な考え方の手順を体得するための教材です。課題文を正しく
読み取るための設計条件の解釈の仕方も、わかりやすく解説しています。

改訂ポイント 改訂ポイント

改訂ポイント 改訂ポイント

□不合格者に多く見られた法規に対する理解不足を解消できる内容に！
□今後試される法規も想定！
□どのような課題にも対応可能な学院オリジナルのエスキス手法もバージョンUP!

□
□
□

□年々専門化する本試験の空調計画に対応！ 空調方式の追加や外気処理空調機の
解説強化など、より最新の設備情勢を踏まえた内容に改訂！

□□記入必須となった計画の要点におけるイメージ図の表現方法や不適切な例を
具体的に掲載！

□

□作図速度・精度・密度のレベルアップに向けた正しい作図法による作図力養成を
目的とした改訂を実施！

□

課題文の読み取り方をわかりやすく解説。攻略
のための留意点や、課題の特色に応じたプラン
の立て方、設計条件の解釈の仕方等、ポイント
となる箇所をわかりやすくまとめています。

周辺環境から大枠をイメージし、立体構成などの検討を
重ねた上で、エスキス完成に至るまでのプロセスをビ
ジュアルで解説。“考え方”のノウハウをつかみます。

エスキスプロセスレポート

課題対策資料

設計製図テキスト

記述解答のための基礎知識

基準点クリアファイル

本試験課題集

正しい図面の描き方

設備計画ガイドブック

記述解答トレーニング

オリジナル教材
毎年改訂で出題傾向に完全対応

年々変わり続ける設計製図試験に対応するために、当学院では教材の“毎年改訂”を行っています。

さらに“新教材の追加”など、内容も常にパワーアップ。

「今」の設計製図試験に完全対応した教材の一部を紹介します。

年々変わり続ける設計製図試験に対応するために、当学院では教材の“毎年改訂”を行っています。

令和2年度 1級建築士試験合格

中島 和亮さん（合格時32歳） 勤務先：建設会社
設備に関してほとんど知識が無かったので、製図をやる
ときに不安がありましたが、学院の設備用教材はとても
分かりやすく何度も読み返した教材でした。また記述が
製図と同じぐらい重要であると思い、記述に力を入れま
した。記述用教材では、自分にはない言葉のレパートリー
や言い回しを知ることができました。

設備教材と記述用教材がよかった

令和2年度試験の不合格者の解答状況について、

試験元は「ゾーニングの不適切」「法令の不適合」を挙げており、

このことからも建築士としてあるべき実務レベルの力が求められていることがわかります。

当学院では、建築計画はもとより、法令、構造、設備を含めた実務的かつ

具体的な要求に対応するための「原理・原則の理解（インプット）」と

それを踏まえた「実戦（実務）で通用する知識・技能の習得（アウトプット）」を徹底！

さらにアウトプットの結果をわかりやすくフィードバックします。

計画・法規の理解度が重要視されている！今の試験は

合格発表時に公表される採点結果区分「ランクⅠ（合格）、ランクⅡ～Ⅳ（不合格）」の割合からみると、

近年、合格に最も近いとされるランクⅡは大幅に減少、ランクⅢ・Ⅳは増加傾向にあります。

このことから、一つのミスが不合格に直結する、より厳格な試験になっていることがうかがえます。

当学院では、各講義で用いるオリジナル課題や模擬試験の出来具合を細かくチェック！ 

間違いの経緯から原因まで突き詰めたうえで、ミスを正し、弱点を補強します（フィードバック）。

一つの間違えが不合格要因に!今の試験は

インプット

アウトプット

フィードバック

細分化されたチェック項目で法規をはじめ、建築計画や設備・
構造計画等の出来具合を判定。今後の試験のさらなる厳格化に
備え、採点基準等も改定・強化！

課題チェックシート 添削指導・対面指導
誤った認識や実力不足の項目を明確化！ チェックシートを元に細かく添削！+ 対面で

具体的に改善方法を伝授しミスを根絶！

グループ交換採点実習

徹底強化！

「建築/構造/設備計画」と「法規」の
確かな知識と作図技能の習得が必須！

ミスをなくす
フィードバックの「質」が
合否を分ける！
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